
プログラム
1日目　12月7日（木）
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12月 7日（木）　第 1会場

開会式 8:50～ 9:00

Futureシンポジウム 1 9:00～ 10:30

末梢神経外科・リンパ外科

座長：柿木 良介（近畿大学　整形外科）
　　　梶川 明義（聖マリアンナ医科大学　形成外科）

FS 01 1 リンパ外科温故知新：廃れた術式の原因にアプローチし“新たな”術式を開発する
山本 匠（やまもと たくみ）
国際医療研究センター　形成外科

FS 01 2 リンパ外科の適応と今後
秋田 新介（あきた しんすけ）
千葉大学医学部　形成外科

FS 01 3 リンパ浮腫と末梢神経障害：排尿機能障害、疼痛への LVA治療
関 征央（せき ゆきお）
聖マリアンナ医科大学　形成外科

FS 01 4 頭頸部腫瘍手術時に合併切除された顔面神経一次再建の術後長期成績
田中 顕太郎（たなか けんたろう）
東京医科歯科大学　再建形成外科

FS 01 5 Double muscle法による全型腕神経叢損傷の手指機能再建術
服部 泰典（はっとり やすのり）

JA山口厚生連　小郡第一総合病院　整形外科

FS 01 6  上肢神経損傷に対する神経接合、移植、皮弁による被覆法　　　　　　　　　　　　
－ De Medinaceli神経接合、再生誘導術を含む－
五谷 寛之（ごたに ひろゆき）
大阪掖済会病院　手外科外傷マイクロサージャリーセンター

Futureシンポジウム 2 10:30～ 12:00

基礎研究・医療機器開発

座長：岡崎 睦（東京大学　形成外科）
　　　平田 仁（名古屋大学　手の外科　個別化医療技術開発講座）

FS 02 1 末梢神経の癒着に対する当科の取り組み
多田 薫（ただ かおる）
金沢大学医学部　整形外科
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FS 02 2 これからの末梢神経外科に向けて　～移植材料や医療機器の効果的な使用法を踏まえ～
林 礼人（はやし あやと）
横浜市立大学医学部　形成外科

FS 02 3 ポリヒドロキシアルカン酸から成る高伸縮性吸収性モノフィラメント縫合糸
村山 敦彦（むらやま あつひこ）
名古屋大学大学院医学系研究科　人間拡張・手の外科学

FS 02 4 マイクロカテーテルの開発によるリンパ管内治療への展望
山下 修二（やました しゅうじ）
川崎医科大学　形成外科

FS 02 5 今まで見えなかった視野を得る　新しい血管内腔観察システム
大河内 真之（おおこうち まさゆき）
帝京大学医学部　形成外科

FS 02 6 力覚を有するマイクロ用ロボット開発の現状と展望
市原 理司（いちはら さとし）
順天堂大学医学部附属浦安病院　整形外科・外傷再建センター

招待講演 13:15～ 13:45

司会：亀井 讓（名古屋大学　形成外科）

IL Recent Advances in Microscopy

Hak Chang

Head Professor and Chairman, Department of Plastic and Reconstructive Surgery Seoul National University College of Medicine

50周年記念招待講演 14:40～ 15:40

司会：玉井 進（奈良県立医科大学　整形外科学　名誉教授、田北病院　奈良手の外科研究所　所長）

CIL  Microsurgical Toe to Hand Transfers in Children after Trauma and for CongenitalHand 

Differences

Neil F. Jones

Distinguished Professor of Orthopedic Surgery, Distinguished Professor of Plastic and Reconstructive Surgery, and Emeritus Chief of 

Hand Surgery, University of California, Los Angeles

History特別講演 15:40～ 17:00

司会：柴田 実（新潟大学　名誉教授、新潟中央病院）
　　　光嶋 勲（東京大学　名誉教授、広島大学病院　形成外科・国際リンパ浮腫治療センター）

HSL 1 私とマイクロサージャリー
別府 諸兄
聖マリアンナ医科大学　名誉教授、公益財団法人日本股関節研究振興財団　理事長
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HSL 2 黎明期のマイクロサージャリー　－臨床と基礎－
中西 秀樹
徳島大学　名誉教授・客員教授、HITO病院　形成外科・美容外科　部長

HSL 3 小児に対する再建手術から学んだこと
藤 哲
弘前大学　名誉教授、なかざわスポーツクリニック

HSL 4 マイクロサージャリー創生期の思い出
鳥居 修平
名古屋大学　名誉教授

HSL 5 外国マイクロサージャリー学会との交流
土井 一輝
山口県厚生連　小郡第一総合病院（整形外科）　統括部長

（敬称略）

History座談会 17:00～ 17:40

司会：櫻井 裕之（日本マイクロサージャリー学会　理事長）
　　　五谷 寛之（日本マイクロサージャリー学会　副理事長）

HR 1 玉井 進 （第  1  回会長）

HR 2 波利井 清紀 （第  6  回会長）

HR 3 吉村 光生 （第 11回会長）

HR 4 新冨 芳尚 （第 22回会長）

HR 5 野﨑 幹弘 （第 24回会長）

（敬称略）
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12月 7日（木）　第 2会場

ビデオパネル 1 9:00～ 10:00

重症下肢虚血治療に対するマイクロサージャリー

座長：橋本 一郎（徳島大学　形成外科）

VP 01 1 CLTIに対する distal bypass術の工夫
大浦 紀彦（おおうら のりひこ）
杏林大学医学部形成外科

VP 01 2 重症下肢虚血に対する肩甲下動脈系バイパス皮弁による再建術
梅川 浩平（うめかわ こうへい）
獨協医科大学　形成外科学

VP 01 3 重症下肢虚血に対するマイクロサージャリー手術の注意点と工夫
山下 雄太郎（やました ゆうたろう）
徳島大学医学部　形成外科

VP 01 4 CLTIに対する下肢遠位バイパス手術と遊離広背筋皮弁の併用
西尾 卓哉（にしお たくや）
旭川医科大学　形成外科

VP 01 5 EVT後の重症虚血肢に安全確実に遊離皮弁移植を行うためのわれわれの工夫
山本 直人（やまもと なおと）
自治医科大学附属さいたま医療センター　形成外科

ビデオパネル 2 10:00～ 10:50

重症下肢開放骨折に対する骨・軟部組織再建

座長：池口 良輔（京都大学　整形外科）

VP 02 1 重度下肢開放骨折に対する骨・軟部組織再建の合併症とその救済
松本 泰一（まつもと たいいち）
兵庫県立尼崎総合医療センター　整形外科

VP 02 2 重度四肢外傷における遊離皮弁移植症例の検討
櫻庭 実（さくらば みのる）
岩手医科大学　形成外科

VP 02 3  遊離皮弁による重症下肢開放骨折に対する骨・軟部組織再建　　　　　　　　　　　
－当院における 25年間の経験－
林 洸太（はやし こうた）

JA山口厚生連　小郡第一総合病院
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VP 02 4 巨大組織欠損合併開放骨折に対するMultiple FlapとMega flapの有効性とピットフォール
佐野 善智（さの よしとも）
新百合ヶ丘総合病院　外傷再建センター

スポンサードシンポジウム 10:50～ 11:50

人工神経の原点回帰　～私たちの経験をもとに～

座長：橋川 和信（名古屋大学　形成外科）

SS 1 神経再生誘導チューブ「ナーブリッジ ®」の効果的な使用と今後の応用
楠原 廣久（くすはら ひろひさ）
近畿大学医学部　形成外科

SS 2 10年の経験に基づく、手指知覚神経におけるナーブリッジ ®の適応と使用タイミング
松末 武雄（まつすえ たけお）
関西電力病院　形成再建外科

SS 3  神経再生誘導チューブ「ナーブリッジ ®」を使用して麻痺が回復した後骨間神経断裂の
治療経験
松岡 将之（まつおか まさゆき）
聖隷三方原病院　整形外科

共催：東洋紡株式会社

ランチョンセミナー 1 12:10～ 13:10

リンパ浮腫の手術手技

司会：清川 兼輔（久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科）

LS 1 1 マイクロサージャリーとスーパーマイクロサージャリーのはざまにあるもの
小野田 聡（おのだ さとし）
富山大学医学系研究部　形成再建外科・美容外科

LS 1 2 リンパ浮腫の手術療法 Update2023

山下 修二（やました しゅうじ）
川崎医科大学　形成外科学

共催：グンゼメディカル株式会社／ライカマイクロシステムズ株式会社
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12月 7日（木）　第 3会場

一般演題 1 9:00～ 10:00

四肢外傷 1

座長：佐野 和史（順天堂大学医学部附属浦安病院　形成外科）

O 01 1  重度上肢外傷治療での外側広筋皮弁の高速挙上は temporary intravascular shunt（TIVS）
の役割を減少させる
日原 正勝（ひはら まさかつ）
関西医科大学　形成外科

O 01 2  下行膝動脈皮枝を用いた大腿骨内側顆骨皮弁で治療した手部・前腕の骨・軟部組織　
欠損症例の治療成績
田中 祥貴（たなか よしたか）
大阪掖済会病院　手外科外傷マイクロサージャリーセンター

O 01 3 母指引き抜き切断に flowing elbowおよび橈骨神経麻痺を合併した 1例
森崎 真介（もりさき しんすけ）
済生会滋賀県病院　整形外科

O 01 4  COVID 19合併患者の前腕不全切断の再接着例
加藤 智哉（かとう ともや）
大阪掖済会病院　手外科・外傷マイクロサージャリーセンター

O 01 5  局所持続抗菌薬還流療法（CLAP）と皮弁を組み合わせプレートを温存できた上肢骨髄
炎の 2例
幸田 久男（こうだ ひさお）
一般財団法人　新潟手の外科研究所

O 01 6 血行再建が遅延した上腕動脈損傷を伴う外傷性筋皮神経損傷に Oberlin法を施行した 1例
松山 善之（まつやま よしゆき）
東京都立墨東病院　高度救命救急センター

O 01 7 外傷による血管損傷に対し心臓血管外科医の介入による修復を行った 3症例
山下 晴義（やました はるよし）
新潟市民病院　整形外科

O 01 8 沖縄県における重度四肢外傷の現状と課題
米田 晋（よねだ すすむ）
琉球大学　整形外科
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一般演題 2 10:00～ 11:00

四肢外傷 2

座長：坂本 相哲（小郡第一総合病院　整形外科）

O 02 1 下肢動脈硬化を有する患者に発生した膝窩動脈損傷の 1例
佐藤 宗範（さとう むねのり）
新百合ヶ丘総合病院　外傷再建センター

O 02 2  膝窩動脈損傷を伴った膝関節開放性粉砕骨折に対し、腫瘍用人工膝関節全置換術と　
遊離広背筋皮弁を行った 1例
谷川 悠介（たにかわ ゆうすけ）
相澤病院　整形外科

O 02 3 膝窩動脈分岐部で損傷した前脛骨動脈を再建した精神遅滞患者の下腿 Gustilo3B症例
前山 俊史（まえやま としふみ）
東京都立墨東病院　高度救命救急センター

O 02 4  外傷性下腿外側皮膚欠損に対して腓骨頭を温存した下腿外側アプローチによる　　　
遊離皮弁を行なった 1例
下山 貴幸（しもやま たかゆき）
神戸市立医療センター中央市民病院

O 02 5 下腿デグロービング損傷に対して両大腿からの遊離前外側大腿皮弁で再建した 1例
鮫島 勇毅（さめじま ゆうき）
昭和大学藤が丘病院　整形外科

O 02 6 広範囲軟部組織欠損を連合皮弁で再建した下腿開放骨折例
仲野 隆彦（なかの たかひこ）
刈谷豊田総合病院　整形外科

O 02 7 下腿遊離皮弁移植床血管としての膝窩動脈への内側アプローチ
杉山 成史（すぎやま なるし）
岡山赤十字病院　形成外科

O 02 8 75歳以上の高齢者における Gustilo分類 Type III下腿開放骨折の治療を考察する
佐藤 俊介（さとう しゅんすけ）
福島県立医科大学医学部　整形外科学講座

一般演題 3 11:00～ 12:00

四肢外傷 3

座長：四宮 陸雄（広島大学病院　四肢外傷再建学）

O 03 1 遊離広背筋皮弁により軟部組織再建を行った重度下腿開放性骨折の 1例
遠藤 浩二郎（えんどう こうじろう）
公立陶生病院　整形外科
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O 03 2 下腿開放骨折後の感染創に対し腓腹筋弁を用いて再建を行なった 2例
加藤 健太（かとう けんた）
大垣市民病院

O 03 3 重度下肢外傷例の下肢温存、歩行機能について高齢が与える影響
橘 五月（たちばな さつき）
和歌山県立医科大学医学部　救急医学講座

O 03 4 足部を短縮し関節固定と遊離広背筋皮弁を行った高齢者重度足部開放骨折の 1例
大原 建（おおはら たける）
船橋市立医療センター

O 03 5  遊離皮弁再建を要した足部デグロービング損傷 5例の治療経験　　　　　　　　　　
踵再建のための皮弁デザインの考案
久能 隼人（くのう はやと）
亀田総合病院　整形外科・手の外科マイクロサージェリセンター

O 03 6 多発外傷に合併した骨間筋壊死を伴う両足背重度開放骨折の 1例
岩尾 敦彦（いわお あつひこ）
長崎大学病院　形成外科

O 03 7 足関節不全切断に対し血行再建後 Tibiotalocalcaneal nailで関節固定を行った 1例
廣川 達郎（ひろかわ たつろう）
富山大学医学部　整形外科

O 03 8 母趾趾尖部皮膚欠損に対して Medialis pedis flapを用いて母趾再建を行った 1例
藤枝 司（ふじえだ つかさ）
市立敦賀病院

ランチョンセミナー 2 12:10～ 13:10

Heads Up Surgeryが切り開く、マイクロサージャリーの新時代

司会：大井 宏之（聖隷浜松病院　手外科・マイクロサージャリーセンター）

LS 2 1 4K3D画像のヘッドアップマイクロサージャリーが未来にもたらす開明
安倍 吉郎（あべ よしろう）
徳島大学大学院医歯薬学研究部　形成外科学分野

LS 2 2 上肢手術における 4K 3Dデジタル顕微鏡の応用と有用性
内藤 聖人（ないとう きよひと）
順天堂大学医学部　整形外科学講座

共催：オリンパスマーケティング株式会社
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12月 7日（木）　第 4会場

一般演題 4 9:00～ 10:00

頭頸部 1

座長：野村 正（神戸大学　形成外科）

O 04 1 肋骨付き前鋸筋・広背筋連合皮弁による頭蓋再建症例についての検討
森岡 康祐（もりおか こうすけ）
鹿児島市立病院　形成外科

O 04 2 前頭部難治性潰瘍に対する遊離広背筋皮弁の有用性
右田 尚（みぎた ひさし）
久留米大学医学部形成外科・顎顔面外科

O 04 3 対側頚部での血管吻合を必要とした外耳道癌の一例
牧 希光枝（まき きみえ）
久留米大学　形成外科・顎顔面外科学講座

O 04 4 放射線照射後の頭部に対して、遊離組織再建を施行した 2例
佐藤 秀吉（さとう ひでよし）
大垣市民病院　形成外科

O 04 5  Aesthetic Unitを跨ぐ鼻全層欠損に対する耳介軟骨皮弁・耳前部穿通枝皮弁の二皮島を
用いた再建法
仲尾 航（なかお こう）
東京歯科大学市川総合病院　形成外科

O 04 6  顔面の大きな皮膚軟部組織の再建；頤下皮弁および、遊離皮弁と鎖骨窩全層植皮の　
組み合わせ
伊田 幸平（いだ こうへい）
沖縄県立中部病院　形成外科

O 04 7  鼻腔癌切除後の中顔面の広範囲欠損に対して、3回の遊離組織移植を用いて再建した
1例
石井 佐彩（いしい さあや）
東京大学医学部　形成外科

O 04 8 下顎部の熱傷瘢痕に対して遊離皮弁で再建した 3例
岩本 直朗（いわもと なおあき）
大分大学医学部附属病院　形成外科
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一般演題 5 10:00～ 11:00

頭頸部 2

座長：林 利彦（旭川医科大学　形成・再建外科学講座）

O 05 1 肋骨肋軟骨接合部グラフトと遊離組織移植を併用した上顎再建の経験
永松 将吾（ながまつ しょうご）
広島大学病院　形成外科

O 05 2 肋骨肋軟骨接合部グラフトと遊離血管柄付き骨移植を併用した下顎再建の経験
藤岡 弓朗（ふじおか ゆみお）
広島大学病院　形成外科

O 05 3 確立重みづけ法を用いた下顎再建における再建皮弁による術後機能の検討
中村 亮太（なかむら りょうた）
名古屋市立大学　形成外科

O 05 4 遊離腓骨皮弁による下顎骨再建術後の骨萎縮率に関する長期的な検討
前田 拓（まえだ たく）
北海道大学　大学院医学研究院　形成外科学教室

O 05 5 当科における直近 5年間の下顎腓骨再建症例の検討
光井 恵麻（みつい えま）
岡山大学病院　形成外科

O 05 6 下顎粉砕骨折後感染例に対して血管柄付き腓骨皮弁と Fan flapによる再建を行った 1例
宮永 亨（みやなが とおる）
金沢医科大学　形成外科

O 05 7 頬粘膜癌切除後の再建術式の検討
茂木 公佑（もぎ こうすけ）
愛知県がんセンター　形成外科

O 05 8 後耳介動脈の穿通枝を利用した PAAP flap

細見 謙登（ほそみ けんと）
三重大学医学部　形成外科

一般演題 6 11:00～ 12:00

頭頸部 3

座長：山脇 聖子（大阪赤十字病院　形成外科）

O 06 1 舌再建におけるシンプルプラン　～若手頭頸部再建外科医の試行錯誤～
松浦 直樹（まつうら なおき）
琉球大学病院　形成外科
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O 06 2 頭頸部再建において、初回、再発時と 2回の遊離皮弁再建を行った 3例
安江 祐二（やすえ ゆうじ）
岐阜大学医学部　形成外科

O 06 3 皮島のない遊離筋弁のみで中咽頭癌切除後再建を行った症例の検討
加藤 友紀（かとう とものり）
中部ろうさい病院　形成外科

O 06 4 軟口蓋、両側壁、舌根を含む中咽頭癌広範囲切除後に再建した一例
岩本 佑麻（いわもと ゆうま）
岐阜大学医学部附属病院　形成外科

O 06 5  重粒子線治療後に再発した軸椎脊索腫に対し、橈骨つき遊離前腕皮弁による　　　　
再建手術を行った一例
今井 利郎（いまい としろう）
東北大学大学院医学系研究科　形成外科学分野

O 06 6  内頸静脈部分欠損の修復に用いた大伏在静脈の分枝を移植床血管とした　　　　　　
遊離前外側大腿皮弁の経験
打越 大登（うちこし ひろと）
愛知県がんセンター　形成外科

O 06 7 放射線照射症例における頭頸部再建術後の発熱、炎症マーカーについての検討
太田 智之（おおた ともゆき）
岡山大学病院　頭頸部がんセンター　形成再建外科

O 06 8 舌再建後に生じた皮弁内悪性腫瘍の 1例
伊師 森葉（いし しんよう）
東北大学大学院医学系研究科　形成外科学分野

ランチョンセミナー 3 12:10～ 13:10

形成外科医から学ぶ整形外科領域で応用可能な創閉鎖手技

司会：山本 美知郎（名古屋大学大学院医学系研究科　人間拡張・手の外科）

LS 3 1 鳥谷部 荘八（とりやべ そうはち）
仙台医療センター　形成外科手外科　東北ハンドサージャリーセンター

LS 3 2 鳥山 和宏（とりやま かずひろ）
名古屋市立大学　形成外科

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
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12月 7日（木）　第 5会場

一般演題 7 9:00～ 10:00

手・指 1

座長：建部 将広（安城更生病院　整形外科）

O 07 1 日本の切断指の傾向と再接着術施行と壊死に影響を与える因子の検討
濱田 大志（はまだ だいし）
産業医科大学　外傷再建センター

O 07 2  Tamai ZoneIの指尖部切断の治療成績。動脈吻合のみと静脈吻合も行い再接着した　　
症例の比較検討
日比野 直仁（ひびの なおひと）
徳島県鳴門病院

O 07 3 透析シャント肢側の切断指に対して再接着術を施行した 1例
新美 雄大（にいみ ゆうた）
北里大学医学部　形成外科・美容外科学

O 07 4 再接着壊死後の断端骨を再利用する指長温存の試み
宇佐美 聡（うさみ さとし）
東京手の外科・スポーツ医学研究所　高月整形外科病院

O 07 5  左母指末節部から基節部にかけて橈背側部が部分的に切断した症例に対し再接着術を
施行した 1例
東 晃史（ひがし あきひと）
長崎大学病院　形成外科

O 07 6 中指再接着術後の感染で生じた骨欠損に対して bone transport法を施行した 1例
山田 政彦（やまだ まさひこ）
新潟手の外科研究所

O 07 7 神経縫合なしで十分な知覚回復のみられた小児指尖部再接着の 1例
犬飼 友哉（いぬかい ともや）
一般財団法人新潟手の外科研究所

O 07 8 玉井 Zone1切断指に対して Negative pressure wound therapyを用いた治療の有効性
水谷 泰士（みずたに やすし）
田北病院
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一般演題 8 10:00～ 11:00

手・指 2

座長：神田 俊浩（聖隷浜松病院　整形外科）

O 08 1 皮弁による再建を考慮した指尖部損傷の新分類
鍜治 大祐（かじ だいすけ）
市立奈良病院　四肢外傷センター

O 08 2 常套的手法で加療した手袋状剥皮損傷の中期成績：1例報告
石井 華（いしい はな）
金沢医科大学形成外科

O 08 3 複数指デグロービング損傷に対する治療経験
三浦 孝行（みうら たかゆき）
仙台医療センター　形成外科・手外科

O 08 4 血管吻合により部分生着を得た手部デグロービング損傷の 2例
神田 俊浩（かんだ としひろ）
聖隷浜松病院　整形外科

O 08 5 重症ヒートプレス損傷に対して遊離前外側大腿皮弁を用いて手部温存できた 1例
木村 知己（きむら ともみ）
川崎医科大学　形成外科学

O 08 6 皮膚欠損を伴う重度手部外傷の治療成績
桑原 悠太郎（くわはら ゆうたろう）
安生更生病院　整形外科

O 08 7 海洋環境下で受傷した母指切断遠位断端欠損に対して stagedに再建した 1例
布目 愛紗（ぬのめ あいさ）
東京都立墨東病院　救急救命センター

O 08 8 指尖部広範欠損に対して“折返し静脈皮弁”が有効であった 2例
木寺 将大（きでら まさひろ）
上越総合病院

一般演題 9 11:00～ 12:00

手・指 3

座長：水島 秀幸（名古屋徳州会総合病院　整形外科　手外科・マイクロサージャリーセンター）

O 09 1 当院における指動脈穿通枝皮弁の検討
森本 友紀子（もりもと ゆきこ）
淀川キリスト教病院　整形外科
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O 09 2 異指性血管柄付き半関節移行術後に 42年経過した臨床成績：1例報告
森谷 浩治（もりや こうじ）
一般財団法人　新潟手の外科研究所

O 09 3 早期血管柄付き遊離第 2足趾移植術により固有指 PIP関節を温存した 4例
横井 卓哉（よこい たくや）
清恵会病院　整形外科・手外科マイクロサージャリーセンター

O 09 4 母趾からの遊離複合組織移植による母指再建術の経験
佐伯 侑治（さえき ゆうじ）
山口県立総合医療センター

O 09 5  小児の外傷性小指欠損に対して第 2足趾移植を行った 1例　　　　　　　　　　　　
－ 29年間の追跡調査の報告－
谷口 泰徳（たにぐち やすのり）
社会医療法人　貴志川リハビリテーション病院　整形外科

O 09 6 手掌神経支配の稀な解剖学的変異を認めた 1例
岩田 英敏（いわた ひでとし）

JA愛知厚生連海南病院　整形外科

O 09 7 手指切断・四肢開放損傷患者の救急搬送に関する動画アプリケーション活用の取り組み
徳武 克浩（とくたけ かつひろ）
名古屋大学大学院医学系研究科　四肢外傷学寄付講座

O 09 8 切断指術後の患者に対する爪への医療アートメイクを行った 1症例の報告
大野 夏実（おおの なつみ）

BMC CLINIC南青山

ランチョンセミナー 4 12:10～ 13:10

マイクロサージャリーにおける NPWTの果たす役割

司会：安田 浩（新田原聖母病院）

LS 4  NPWTによる創傷管理　治療から ciNPT（3M™ Prevena™ 切開創管理システム）による
SSI予防まで
島田 賢一（しまだ けんいち）
金沢医科大学　形成外科学

共催：スリーエム ジャパン株式会社
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12月 7日（木）　第 6会場

一般演題 10 9:00～ 10:00

手術手技

座長：元村 尚嗣（大阪公立大学　形成外科）

O 10 1 遊離皮弁術における顕微鏡視下パラシュート端側吻合：再吻合を必要とした症例の解析
太田 光俊（おおた みつとし）
帯広厚生病院　整形外科　手外科センター

O 10 2 Fat piece graftと自己フィブリン糊を用いた吻合血管の stabilization

生坂 圭輔（いくさか けいすけ）
富山大学学術研究部医学系形成再建外科・美容外科

O 10 3 Dual Intravascular Stent Flipping Technique for Microvascular Anastomosis

津村 卓哉（つむら たくや）
倉敷中央病院

O 10 4  静脈移植を併用した動脈再建症例の検討　静脈採取部位の選択及びサイズマッチング
における要点と注意点
久能 隼人（くのう はやと）
亀田総合病院　整形外科・手の外科マイクロサージェリーセンター

O 10 5 四肢の遊離皮弁での静脈端側吻合：我々の症例とメタアナリスから考える有用性
新保 慶輔（しんぼ けいすけ）
県立広島病院　形成外科

O 10 6 inside out techniqueを用いた静脈吻合
上田 吉生（うえだ よしお）
近畿大学　奈良病院　形成外科

O 10 7 四肢悪性腫瘍再建における微小血管自動縫合器の有用性
岡田 誉元（おかだ よしもと）
東北大学病院　形成外科

O 10 8 外傷性坐骨神経損傷に対する同側総腓骨神経移植を用いた神経再建の経験
花田 麻須大（はなだ ますお）
九州労災病院　整形外科
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一般演題 11 10:00～ 11:00

躯幹

座長：安永 能周（静岡県立静岡がんセンター　再建・形成外科）

O 11 1 様々な要因による腹壁欠損に対処する
梅澤 裕己（うめざわ ひろき）
日本医科大学　付属病院　形成外科・再建外科・美容外科

O 11 2 背部の悪性軟部腫瘍広範切除術後に生じた巨大死腔に対して筋弁を充填した一例
本田 宗一郎（ほんだ そういちろう）
金沢大学　整形外科

O 11 3 骨盤内蔵全摘術後の有茎前外側大腿皮弁による再建
鍋谷 峻矢（なべたに しゅんや）
愛知県がんセンター　形成外科

O 11 4 前外側大腿皮弁による会陰骨盤底再建の検討
近藤 曉（こんどう あかつき）
日本医科大学付属病院　形成外科・再建外科・美容外科

O 11 5  耳鼻咽喉科のラリンゴマイクロサージャリーの技術を応用して手術を行った　　　　
膀胱膣瘻の一例
草場 啓彰（くさば ひろあき）
久留米大学医学部　形成外科・顎顔面外科学講座

O 11 6 広範囲肛門部組織欠損に対して有茎外側広筋皮弁による再建を行った 1例
松本 璃沙（まつもと りさ）
筑波大学附属病院

O 11 7 PTA時代前後での顕微鏡下陰茎血行再建術の治療成績の比較
三宅 毅志（みやけ たけし）
高松赤十字病院　泌尿器科

O 11 8 Microsurgical penile revascularizationの長期成績と成績に影響を与える因子について
川西 泰夫（かわにし やすお）
高松赤十字病院　泌尿器科
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一般演題 12 11:00～ 12:00

骨髄炎

座長：長谷川 健二郎（川崎医科大学　整形外科）

O 12 1  脛骨開放骨折後骨髄炎を遊離広背筋皮弁移植後に Masquelet法と遊離血管柄付き　　
腓骨移植の併用で再建した 1例
久保 博之（くぼ ひろゆき）
健和会大手町病院　整形外科

O 12 2  踵骨骨髄炎に対して、Masquelet法と遊離腓骨皮弁移植を行い治療した 2症例の
Induced membraneの病理学的検討
大橋 剛輝（おおはし ごうき）
東住吉森本病院　形成外科

O 12 3  慢性骨髄炎による開放足関節に遊離肩甲骨皮弁と創外固定を用いた瘢痕性の　　　　
足関節固定再建を行い成功した 1例
加賀谷 優（かがや ゆう）
埼玉医科大学総合医療センター　形成外科・美容外科

O 12 4 遊離皮弁術後の骨髄炎に対して持続的局所抗菌薬灌流（CLAP）により救肢した 2症例
畔 熱行（くろ あつゆき）
関西医科大学総合医療センター　形成外科

O 12 5  ASOを合併した大腿骨慢性骨髄炎の加療後に巨大骨軟部組織欠損が生じた症例に　　
対して段階的再建を行った一例
亀山 貞（かめやま ただし）
新百合ヶ丘総合病院　外傷再建センター

O 12 6 術中 MRI撮影を行い，一期的に再建手術を行った大腿骨慢性骨髄炎の一例
林 悠太（はやし ゆうた）
広島大学　四肢外傷再建学

O 12 7  重度基礎疾患を有する術後脛骨骨髄炎に対して、区域麻酔のみによる 2回の　　　　
遊離組織移植術により治癒を得た 1例
小林 悠人（こばやし ゆうと）

JA北海道厚生連　帯広厚生病院　整形外科　手外科センター

O 12 8  透析患者における踵骨難治性骨髄炎に対して全身麻酔を回避した遊離外側広筋弁　　
により救肢しえた 1例
下田 康平（しもだ こうへい）

JA北海道厚生連　帯広厚生病院　手外科センター


